
光合成基質法でnTl定LT:｡5. 10.12月と3回に

分け対照群2両､内irJ系投与耶2正行の計4頭のサ

ルを用いた｡

結果 〔1〕対照実験仏)凝固法 :骨髄の多形核

球､nl_核球両分いずれもTF活性が認められたが､

ホモゲナイズしたもの(Lysate)では見壬別ナの活

性が低下し細胞2のままのもの (intact cell)

がTF活性測定に適していた｡TF活性は16000

×gの沈法(膜画分)に認められ､マウスの骨随

細胞の成机と相似であった｡

(切 合成基質法 :多形核球､単核球画分いずれも

Lysateの活性が intact cellの3-4倍高かっ

た｡しかし､前者の示す活性の40-60%が基質

に対する直接作用によるものであった｡〔2〕内毒

素投与実験仏)発熱性 :E.coli内母系を 1喝

/kg投与し､ケタラール麻酔下で発熱性を調べる

と､1頭は投与4時間で2.2℃の体温上昇がみら

れたが(ExPl)､他の 1頭は反応性がにぶく広

大0.8℃であった(ExP2)｡03)凝固法 .'ExPl

の多形核球画分は対照の5.4倍にTfト活性が増加

したがExP2では対照群とほとんど変わらなかう

た(1.6倍)｡紛 合成基質法 :ExPlでは対照の

2.3-4.4倍に高まったがExP2では対照と差が

なかっT=｡凝固法､合成基質法いずれでも胴の多

形核球画分にTF活性が認められ内蒋累投与で芯

まった｡末梢血多形核球のTF活性はきわめて弱く､

内苛累投与でも苗まらなかった｡以上､サルにお

いても円詩宗投与により骨髄0,多形核球画分のT

F活性が高まることが凝固法､合成基質法いずれ

でも認められ､発熱性ともよく相Bgした｡骨髄､

牌､末梢血のTF活性の差などlちついて61年度に

共同利用研究継続の予定である｡

失調児等にも発症することが知られている｡Pc

はヒト以外の極々の嘱乳動物からも見出されてい

る｡実験用霊長頬においても既にチンパンジ二､

ヨザル､マ一一モセット等にPc肺炎が知られてい

るが､我が国の実験用霊長矧 こおけるPcの浸淫

状況は不明である｡そこで今回は､1981年から

1985年の5年間に京大霊長類研究所で死亡した10

眉 17種128頭のサルたっいてPc感染の検索を行

った｡肺は10%ホルマリンで固定後､パラフィ

ン包埋し､切片を作製した｡先ず､Chalvardjian

and Grave(】963)の方法によるtolllidine

blue-o染色を施し､PccyStのスクリーニングを

行った｡陽性例については更にGomori′.a met-

hemmine silver nitrate (GMS)染色､H

E染色およびGMSIHE二正染色接木を作製し

た｡GMS鞄色においてparenthesis-like

body を有する興型的なcystを認めT=とき､Pc

感染例性と判定した｡その柿果､MacacafusI

catafuscaEa(ニホンザル )52頭申4頭

(7.70/.)､M.fascfcularis(カニクイザル)

13頭申1研く7.7%)にPc感於が認められた｡そ

の他の9屑15位のサルについては､検査頭数が少な

かっT=こともあるが全て恰性であっT:｡隣性個体

について､感牡程度をWalzer et al.(1979)

に従って0.5+～4十に分獅すると､5頭申2頭

は1十､8更別ま0.5+と何れも軽度の感染であり､

Pc感染が主たる死亡原因とは考えられなかった｡

病理組織学的には l+の2頭に肺胞中隔の肥厚､

間質の単核細胞浸潤､および肺胞への大食細胞の

浸潤が認められた｡Pcのcystは肺胞壁に付若し

て､散在し､あるいは小集塊を形成していた｡陽

性個体は何れも若令サルで､円2頭は 1才以下で

あった｡また､3頭については死亡時､削疫が著

しかったことが注目された｡

霊長矧 こおける触 mocysticcan'nii肺炎

に関する研究

松本芳嗣 ･山田 稔 (京府医大 )

PIZmmOも'sticcarfnii (Pc) 肺炎は､今

日､ヒトにおける極めて血要な tt日和W.1感染症"

の一つとして注目を岱めている｡木肺炎はAIDS

患者､移植あるいは癌等の治戎そのT=め強力な抗免

疫摂法を受けている瓜者､あるいは先天性免疫不

全症の忍者にOf発する以外に､未熟乳幼児､栄詫
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本年皮は採択なし｡
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